


自己紹介

2007年4月、ヤフー株式会社に入社。

2013年より広告事業の製品開発、事業開発の責任者として従事

する。その後Buzzfeed Japan代表取締役社長、CRITEO株式会社取

締役などを経て、2019年にZコーポレーション株式会社の代表取

締役社長に就任。

2020年4月からはソフトバンク株式会社の技術投資戦略本部本部

長（現同社顧問）を務めつつ2020年5月、マップボックス・ジャパン

合同会社CSO、同11月より最高経営責任者CEOに就任。

一方、2021年8月より外濠水辺再生協議会の会長として、東京に

おける美しい自然と水辺環境の再生に積極的に取り組む。

平成19年5月 ヤフー株式会社入社

平成27年8月 BuzzFeed Japan 代表取締役社長就任

平成28年1月 IAB TechLab 取締役就任

平成28年3月 CRITEO株式会社取締役就任

平成30年4月 SB ドライブ株式会社 取締役就任

令和元年6月 Z コーポレーション株式会社 代表取締役社長に就任

令和2年4月 ソフトバンク株式会社技術投資戦略本部長就任

令和2年10月 マップボックス・ジャパン合同会社 CEO就任

令和3年8月 外濠水辺再生協議会会長 就任

令和5年3月 ソフトバンク株式会社 アライアンス戦略本部 顧問就任

高田徹
Toru Takata

外濠水辺再生協議会会長
Mapbox Japan CEO



外濠水辺再生協議会の目指すゴール

歴史や自然を感じることができ、人々が憩いを求めて集まる「外濠」

Phase1:外濠の水がきれいになる

Phase2:きれいになった水辺で遊べる

Phase3:きれいになった外濠で泳げる

Phase4:飲用水として飲める

外濠の目指す最終ゴール
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国の史跡である外濠は、現在も水質が改善されず都市の魅力的な
景観には遠いものとなっています。今後さらに増加する外国人旅行
者や2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、外濠全
体の水質改善や魅力的な景観作りが必要となっております。
そういった状況の中、外濠周辺の主要な企業や、団体、区民の
方々のご要望やアイデアなどを吸いあげて、より良い外濠周辺環境を
提案していくために、協議体を立ち上げました。

外濠全体の水質浄化の推進および景観の改善、および防災対策
による地域の活性化

設立目的

2016年5月20日設立時期

実施内容

会員企業 2023年4月現在、外濠周辺の下記8社により構成

企業名 （50音順）
鹿島建設、西武プロパティーズ、日建設計、
日本コンベンションサービス、前澤工業、前田建設工業、
レンタルのニッケン、マップボックス・ジャパン合同会社

設立趣旨

水質浄化1 景観改善2 防災対策3

＋

情報発信5イベント4

外濠 価値の創造・向上

➢ 外濠近辺の地域活性化
➢ 自然と文化の調和
➢ 観光客の誘致 など

課題解決に向けた活動・提案の実現

効果的な水質浄化・
維持対策の検討およ
び行政への提案

親水施設や史跡を活
かした景観対策の検
討および行政への提案

外濠の特性を活かした
防災・避難対策の検
討および行政への提案

外濠に関するセミナーや散策イ
ベント、水質浄化・景観改善ボ
ランティア活動等の開催

活動イメージ

外濠の歴史や現状、活動報告、
外濠近傍企業の防災対策や
避難場所等の情報を発信

行政

地域

学識者連 携

協議会

外濠水辺再生協議会の概要



現在の弁慶濠

活動範囲

状況の異なる「外濠北側３濠」と「弁慶濠」で各々
適切な対策を検討

現在の牛込濠

現在の市ヶ谷濠

凡例

・・・活動範囲

・・・埋立て範囲

・・・水辺範囲

外濠北側3壕

牛込濠

新見附濠

市ヶ谷濠

弁慶濠

以下の地図の範囲「外濠北側３濠」と「弁慶濠」を基本に活動を実施

外濠水辺最終協議会の活動範囲

現在の新見附濠



活動計画

地域住民、外濠利用者 等既存団体
（外濠市民塾など）

■スケジュール

認知
ムーブメントへ

導水に向けた詳細調査
・基本計画検討

導水に向けた基本設計
・詳細設計

玉川上水復活
外濠で蛍が舞う

~2021年度 2022年度～2023年度 2030年度 2040年代
東京都

■取組み
・WEBサイト・SNS等による情報、
活動の発信
・シンポジウムの開催
・調査・研究の発表

・既存団体とコラボ
・ゴールを実現するためのイベント企画
・オウンドメディア活用、コンテンツの拡
充

協議会

■活動の広がりイメージ

協議会

・浄化や再生（景観含め）に寄与
する ・既存の外濠団体と連携、地域社会をよ

りよくするための活動計画

・外濠と協議会を知っていただく ・「外濠」への関心の高まり
（城ブーム等による）に対する情報発信

参加
連携

身近な水辺として癒しの場を提供
多摩川からの導水の可能性を展望… …

協議会の活動と目的を知っていただく

■目的 22～23年度のフォーカス

興味 共感
協議会の活動に
興味を持っていただく

外濠浄化活動に共感
していただく

行動
外濠周辺に足を運んでいただく

・東京都の導水計画を前提に、都市の水辺にふさわしい
ライフスタイルを提言

・地元市民・企業の枠を超えて、外濠に対する興味・共感を
高めるアクティビティの企画

・これまでの調査・研究を踏まえた具体的なアクションの策定

・玉川上水復活後の外濠 ー 「遊べる」「泳げる」「飲める」
「将来の外濠」デモンストレーションの可能性を探る
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2017年7月25日 外濠水辺再生協議会主催のシンポジウム全体
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活動の一例 ：シンポジウムの開催



（提案資料より抜粋）

2019年10月6日 東京都建設局に協議会提案書を提出全体
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活動の一例 ： 水質・景観改善のための提案書
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2021年9月10日 シードバンク調査の結果を
土木学会年次学術講演会で発表

技術

活動の一例 ：濠底シードバンク調査結果の発表



企画広報 2022年4月15日 外濠水辺再生協議会 ウェブサイト公開
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活動の一例 ：ウェブサイト発信による興味関心の醸成

外濠をより身近に感じてもらうためのウェブサイト

外濠水辺再生協議会に関する情報だけでなく、これまでの研究
結果や、関係者、周辺住民などのインタビュー、歴史を学べる読
み物など、外濠をより身近に感じてもらうためのウェブサイトを制作。
https://sotobori.gr.jp/

・東京都の導水計画を前提に、都市の水辺にふさわしいライフスタ
イルを提言
・地元市民・企業の枠を超えて、外濠に対する興味・共感を高め
るアクティビティの企画、広報
・玉川上水復活後の外濠 ー 「遊べる」「泳げる」「飲める」の可
能性を実演

https://sotobori.gr.jp/


EOF
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パネルディスカッション用
資料

（メトロ開発）



想定される課題

出典元：文化庁文化財部記念物
課

平成3年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年 平成8
年

発掘調査

整理調査
(トレース等)

報告書作成

5月

4月 3月

5月

6月 6月

・発掘調査では、遺構（石垣・排水溝等）が出土する毎に
調査団や有識者のアポイント調整を行う必要があり、
時間を要した。

市ヶ谷駅での発掘調査では、２年を要した

・重要な遺構については、現状保存を求められることが
あるため、保存方法の検討と協議が必要となる。

これにより、工期や開業の遅れが懸念されるため、発掘
調査の適切な工程管理が求められた



プロジェクト実現に向けて

出入口通路

A

AーA断面図

A
駅平面図



プロジェクト実現に向けて

・外濠水辺再生プロジェクトについても、文化財保護法の適用により遺跡調査会の発足等が
必要と想定されるため、適切な工程管理と有識者との協議が求められる。
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